























(1) Kepler-Blackman 〔7〕については,拙稿, 「ORによる研究開発プロジェ
クトの評価・選択」森俊治,三木信一,大橋岩雄編, 『研究開発管理と体
系』,丸善　昭和54年. pp. 103-111を参照。





























く3)Mott1ey = Newton C 9 )については小川英次， r生産計画論~，河出書房， flR 
和42年， pp. 83 -88を参照。
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が40%， I普通」という選択肢に対応する確率が10タム 「悪しリ 「非常に思
い」に対応する確率がゼロと評価されている O
さて小要素の各選択肢に対応する確率が与えられたならば，それに各選択
肢の点数(I非常に良い」の場合10点 I良い」のj易合 8点 I普通」の場
合 6点 I悪い」の場合 4点 I非常に悪い」の場合 2点)を釆じて期待値
を求める。例えばX製品の場合は「商品の特徴Jが「非常に良い」に対応す
る確率は5096であり I非常に良い」の点数は10点であるから期待値は 5.0
(= 0.5 X 10)となる。同様にして「良いJ I普通」についての期待値もそ
れぞれ第四列，第五列に示すように3.2および0.6と得ることができる。




小要素には重要性を考慮して主みが与えられる o lli:みは表 2の第 2列l乙示
されている。
さて前出の期待値合計(第 8列)と宝み(第 2列)の積が小要素評点とし





ても評点が得られそれぞれ68.6，91.6， 69.2であったとする o 表 3は評価総
括表であり，これらの数値は第 3列に要素評点として示されている D
さて評価要素は小要采の場合と同様にして重要性を考慮して重みが与えら
れる。重みは第 2列に示すとおりである O これによると市場性に対する重み
が0.4であり，最大である O
第 2列の重みと第 3列の要素評点の積が第 4列に最終要素評点として示さ
れている口市場性については 28.6(=0.4 X 71.4)である D
これら最終要素評点の合計は72.2であり，これがX製品の総合評点とな
表3 評価総括表
提案製品 x製品 評価者: ジョンスミス
1 2 3 4 
要 素 重み 要素評点 最終要素評点
1. 市場性 0.4 71.4 28.6 
I. 持続性 0.3 68.6 20.6 
il. 生産能力 0.1 91.6 9.2 
IV. 成長可能性 0.2 69.2 13.8 
1.0 総合評点 72.2






















































































































































































































































因 子 変 数 変数のタイプ因子負荷量
2.社性資プ源ロのジ全ェ体ク的ト適と会合 ①源をそ持のプつ。ロジェクトについて十分な財務資 資適合源性 0.563 
②適当な研究開発資源を持つ。 0.405 
③ 適当なエンジニアリンクーの能力を持つ。 11 0.427 
@持必要なマーケティングリサーチの能力を 11 0.790 
つ。
⑤ 必要な経営の能力を持つ。 H 0.798 
@適当な生産資源を持つ。 11 0.4ω 
⑦ 適当な販売要員/流通資源を持つ。 11 0.785 
③十分な広告/販売促進の能力を持つ。 11 0.698 
3. 性製品の優秀性と独 ① 高あ度るに草新的で市場にとって新しい製品 プロジ 0.422 
自 で。 ェクト
@ その製品は独自の特徴を持つ。 製品 0.772 
@競合製品より優れている。 11 0.845 
@ その製品は顧客にコストを減少させる。 11 0.431 
@ その製品は顧客に独自の仕事を可能にす が 0.538 
る。
@ その製品は競合製品よりも高品質である。 11 0.745 
4. 市場の競争の程度@競争の激しい市場である。 市場 0.780 
@ 市場では激しい価格競争が行なわれてい 11 0.793 
る。
@ 市場には多くの競争相手がいる。 M 0.7日
@ 多くの新製品導入が行なわれる。 が 0.475 
@ その市場のユーザーニーズは変化する。 11 0.400 
5.性製品の技術的複雑 ⑬ 技術的に高度な製品である。 フ。ロジ 0.845 
ェクト
@高価である。 11 0.616 
⑫機械的に複雑な製品である。 11 0.877 
6.新最製性初品(市白あ独場る自性とと)とっ草 @ 高度IC草新的， 市場にとって新しい。 プロジ o.倒2
にて ェクト
で こ @その製品は顧客に独自の仕事を可能にす製品 0.458 
る。
@ その製品は市場にとって最初である。 11 0.676 
@ 潜在需要のみがあり，まだ市場がない。 市場 0.488 
7. 競争相手の強さ @ 強大な競争相手が存在している。 市場 0.539 
@在競す合る製J 品に対する高いロイヤJレティが存 11 0.843 
@ 顧客は競争相手の製品l己満足している。 11 0.534 
新製品開発プロジェクト選択のスコアリングモデル 217 
因子 変 数 変数のタイプ因子負荷量
8. 市場ニーズの成長@顧客は製品タイプについて大きなニーズ市場 0.521 
の規模 を持つ。
@ 市場規模が大きい。" 0.673 
@ 高い成長性のある市 場である。" 0.704 
9. 製品仕様の確定性⑬製品の仕様は市場によって明確に定まっ プロジ 0.881 
ている。 ェクト
⑮当初から技術的問題の解決は明らかであ が 0.698 
った。
10新.生規産性および技術的 ⑥ 適当な生産資源を持つ。 資適合源性 ー0.423
@ 企業にとって新しい生産工程である。 新規性 0.702 
@企業にとって新しい製品技術である。 λア 0.578 
11 技術資源の適合性 ② プロジェクトにとって適当な研究開発資 資適合源性 0.755 
源を持つ。
③ 適当なエンジニアリングの能力を持つ。 " 0.712 
12.顧客の特定性 ⑬その新製品アイデアは市場より導かれプロジ 0.251 
Tこ。 ェクト
⑮ 特注品である。" 0.432 
@ その製品に対して大量市場がある。 市場一0.627
13.製品の経済的利点@ その製品は顧客のコストを減少させる。 製 品ー0.436
@ その製品は競合製品より高価である。" 0.613 































1.744 0.463 68.7 
1.138 0.307 30.0 
0.801 0.199 12.5 
-0.772 -0.179 10.2 
-0.354 -0.956 2.9 
0.342 0.088 2.5 
-0.301 0.080 2.0 



















19 109 成 功 (17.4%) 
失 敗 12 (784 6.05E) 
86 
(14.0%) 
計 102 93 195 
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